
県内の感染状況を踏まえ、「福井県感染拡大警報」を延長

期間 １月１３日（木）から２月２０日（日）まで（３９日間）
１月３１日（月）まで（１９日間）

※今後感染状況に応じて変更の可能性あり
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本県の今後の対応

現状の評価（１月２８日現在）

資料１

新規感染者： ２１３人

療養者数 ：１０５０人（医療機関６６人、宿泊療養施設１７５人、自宅経過観察８０９人）

レベル１ レベル３

注 意 報 警　　報 特別警報 緊急事態

①病床全体
現時点確保病床数
（425床）の占有率

15.5％
（66床）

20％程度
（85～95床）

30%程度
（125～135床）

40%程度
（165～175床）

50%以上
（212床）

②うちＩＣＵ
現時点確保病床数
（24床）の占有率

4.2％
（1床）

20％程度
（5床）

30%程度
（7床）

40%程度
（10床）

50%以上
（12床）

感染
状況

1042人
（135.6人）

概ね70人～80人
（10人）

概ね110人～120人
（15人）

概ね150人～160人
（20人）

192人以上
（25人）

レベル２

医療
提供
体制

③直近１週間の新規感染者数
（人口10万人あたり１週間の新規感染者数）

現状



感染者数の推移
・直近１週間の新規感染者数は第５波最高値（２９４人）の約３倍
・一方、入院患者数は低い水準を維持
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１週間合計感染者数・入院患者数等の動向

新規感染者数/日 一週間合計感染者数 入院患者数 ICU患者数
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調査中

不明

感染の状況① 経路別

・学校および家庭における感染者が増加

感染経路別の感染者数
（1/5～1/27）

4人
8人

18人
28人 27人

48人 44人44人

82人

60人
55人

48人 54人

79人78人

109人

98人
106人

128人124人125人

182人

調査中

介護
医療

会社

学校

家族

飲食店

県外
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164人



5.6% 6.7%
16.6%

7.9%

11.9%

20.9%

25.3%

9.4%

35.6%
25.4%

15.0%

9.5%

16.4% 12.4%
12.0%

10.5%

15.3%

11.9%
14.1%

13.6%

10.7%

10.5%
7.8%

12.6%

2.8%

4.8%
3.9%

13.2%

1.7%

7.6% 5.4%

23.3%

1/5～1/11 1/12～1/18 1/19～1/27

70代～

60代

50代

40代

30代

20代

10代

～9歳

・１０代以下を中心に感染が拡大
・６０歳以上の感染経路は、家族が６割を占める

感染の状況② 年代別等

感染者の年齢構成

177人 421人 1,115人 774,583人

増加
傾向

（参考）
住民基本台帳R3.1.1
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６０歳以上の感染経路（1/5～1/27）

家族

58%

職場

12%

病院・

施設

8%

飲食店

2%

県外

8%

調査中

12%

感染経路 人数 割合
家族 95 58%
職場 19 12%

病院・施設 14 9%
飲食店 3 2%
県外 14 9%
調査中 19 12%
総計 164 100%



同級生

47%

部活動

26%

寮生活

27%

学校活動

76%

家庭

24%

中学校・高校

学校・園内

活動

61%

家庭

39%

保育園・小学校

・園児・小学生は、学校・園内活動での感染割合が６割
・中・高校生は、学校活動での感染が８割近く
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１０代以下の感染経路（1/5～1/27）

感染の状況③ １０代以下の感染経路

学校活動
の内訳

※一部推定を含む

164人

107人

58人

182人

85人

48人

49人



事例数
（人）

割合
（％）

マスクなし 1,281 76%
マスクあり 66 4%
調査中・不明 344 20%

計 1,691 100%

95%

5%

・感染経路の特定できる感染者の９５％が、会話時のマスク着用なし
・家庭・共同生活内におけるマスクなしの飲食や会話により感染が拡大

-６-

マスクなし
（1281事例）

マスクあり（66事例）

感染者におけるマスクの着用状況（1/5～1/27）
※デルタ株陽性者を除く

【感染経路が特定可能な事例】
９５．１％がマスクなし

(1281/1347)

（マスクなしでの感染例）
・休憩時間に同僚や同級生と昼食・会話
・部活・スポ少の練習・休憩中の会話や発声
・寮の共同生活で一緒に飲食・談話
・放課後に友達の家でゲーム・おやつ
・学校で感染した子・孫が同居の親・祖父母と家で食事

※一部推定を含む

※一部推定を含む

感染の状況④ マスク着用の状況



〇家庭における感染対策を強化
・高齢者や基礎疾患のある方が同居している場合は、家庭内でもマスク着用

・県外往来時には「おはなしはマスク」を率先実施
・往来する場合は、人混み回避など感染対策

福井県感染拡大警報のポイント

〇「おはなしはマスク」の徹底
・食事中を含め、会話時のマスク着用を徹底
・寒い時期でも、換気や手洗い、消毒などの基本的な対策を徹底

継続

強化

-７-

県民のみなさまへのお願い

〇感染拡大地域との往来は慎重に

継続

・「会話時のマスク着用」が徹底できないなら会食は控える
・認証店は、「会話時のマスク着用」など感染対策徹底を利用者に呼びかけ

〇会食時の感染対策を徹底

・「会話時のマスク着用」が徹底できないなら会食は控える
・認証店は、「会話時のマスク着用」など感染対策徹底を利用者に呼びかけ

継続



家族のために、できること。

体調不良の場合は かかりつけ医または「受診・相談センター」に相談 0776-20-0795

家庭内でもマスク着用
飲食中も「おはなしはマスク」

定期的に換気

タオル、コップ等は自分専用
食事も大皿ではなく、取り分けて
できれば居住スペース、食事の時間も分けて

せっけんでこまめに手洗い
洗っていない手で目や鼻、口などを触らない

おうちの
対策は

このルールに

咳や発熱など
コロナ疑いの症状がある方

高齢者や
基礎疾患があるなど
重症化リスクが高い方

受験生など
特にコロナを避けたい方

家族にこんな方がいたら、協力しあって対策を

割

高齢者の感染は

家庭内が

６
ま すく

か んき

せ んよう

て あらい 手洗い

マスク

ま か せ て

合言葉は

専用

換気



・休校期間の延長や休日の部活動休止など感染対策を強化

・地域の協力医療機関によるオンライン診療、投薬を開始

○自宅経過観察体制の強化（資料３）

・休園時の業務継続計画の実行やどうしても保育が必要な子への代替保育
の確保を園・市町に要請

〇学校・保育施設等における感染対策（資料４） （資料５）

-９-

感染対策の強化

・子どもの臨時休校等に備え、保護者（従業員）が休みやすい環境づくり

〇事業者の感染防止対策（資料６）

○ワクチン接種の推進（資料２）

・交互接種の有効性等を踏まえ、早めの３回目接種を呼びかけ

○無料検査の延長（２月２０日まで）
・無症状で感染に不安を感じる方の無料検査の期間を２月２０日まで延長
・行政検査の増加に伴う検査機関の負荷軽減のため、抗原定性検査に限定（2/1～）



21.4

446.7

24.8

785.8

57.6

677.9

88.7

901.8

◆追加接種後の中和抗体量

3回目モデルナ 3回目ファイザー 3回目モデルナ

20.0倍

31.7倍
11.5倍

10.2倍

1・2回目ファイザー 1・2回目モデルナ

出典：厚生科学審議会

分科会資料

３
回
目

接
種
前

３
回
目

接
種
後

３
回
目

接
種
前

３
回
目

接
種
後

３
回
目

接
種
前

３
回
目

接
種
前

３
回
目

接
種
後

３
回
目

接
種
後

3回目ファイザー

［単位：IU/mL］

ワクチンの３回目接種はお早めに

○接種券が届いた時に接種できるワクチンをできるだけ早く接種
・いずれのワクチンも抗体量は十分上昇し、オミクロン株にも有効

＜１、２回目にファイザーを接種した方の中和抗体量＞
３回目ファイザー … 接種前の ２０．０倍
３回目モデルナ … 接種前の ３１．７倍

※モデルナの接種量は１・２回目の半量
→ ２回目接種後と比較して、発熱や疲労など接種後の症状が少ないとの報告あり

資料２
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自宅経過観察

・医師による初期投薬とサポートセンターによる経過観察に加え
地域の医療機関との連携による投薬体制を整備

看護師等による経過観察
テレビ電話等の活用

医
療
機
関
で
の
問
診
・
陽
性
確
認

保
健
所
に
よ
る
調
査

医
師
に
よ
る
問
診

重症・中等症

軽症・無症状

入 院
（医療機関 425床）

宿泊療養
（宿泊療養施設 316床→575床）

症
状
に
応
じ
た
入
院
先
の
調
整

入院
ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄ
センター

発症から
10日間

医師会連携
福井モデル

オンライン診療を基に投薬
薬局による薬の配送

〃 服薬指導

症状悪化の場合は
入院調整

症状に
応じた
薬処方

初期
治療

基礎疾患

ワクチン

接種歴等

を聴取

協力医療機関
陽性者・接触者
サポートセンター

県下１か所

県下1か所

自宅経過観察体制の強化 資料３
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新



自宅経過観察者に対する必要な医薬品の提供フロー

医
療
機
関
で
の
問
診
・
陽
性
確
認

症状に応
じた薬の
処方

陽性者・接触者
サポートセンター

協力医療
機関が
陽性確認

協力医療機関

自宅経過観察

ＴＶ電話等

継続して
服薬を
希望

医
師
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療

薬
局

自
宅
経
過
観
察
中
の
方

健
康
観
察
を
継
続

処
方
箋

配
送

服
薬
指
導

受
診
先
調
整
・
紹
介

症状に応じた入院先の調整
（入院コーディネートセンター）

症状悪化の場合
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県立学校の再開における感染防止対策について

○警戒度を一層高め、細心の注意を払って感染防止対策を再徹底

学校における感染防止対策

（１）学校内外での対策の徹底

・「おはなしはマスク」など基本的な対策が徹底されているか、校長等を中心に総点検
※昼食（黙食）、部活動の前後、寮の共有スペース等について重点的に点検

・学校行事や、複数学年・クラス合同の活動は、タブレット活用など実施方法を工夫

・宿泊を伴う修学旅行等は、訪問先が県内であっても控える

・家庭内での感染防止対策の重要性を保護者に呼びかけ
※家庭内でも「おはなしはマスク」、わずかな体調の変化も見逃さず、登校せずに医療機関や受診・相談センターに相談

（２）部活動での感染対策

・遠征や合宿、練習試合など対外活動は控える

・平日の部活動の活動時間を短縮するともに、土日の部活動は控える
※全国大会等を控えている場合を除く。この場合も、感染対策を徹底すること

※市町教育委員会・私立学校に同様の内容を要請

（３）子どもたちの学びの保障

・感染の広がりを確実に把握するため、保健所の指導の下、学校の臨時休業期間を延長
※（従来）概ね２～３日 → （見直し後）概ね５日（土日含む）

・タブレット端末を活用したオンライン学習等により、休業期間中も子どもたちの学びを保障

強化

強化

資料４
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県立学校の再開における感染防止対策について

○警戒度を一層高め、園・家庭とが一体となった感染防止対策を徹底

保育園、幼稚園、認定こども園における感染防止対策

（２）家庭における対策の徹底を周知

・健康観察を行い、子どもや家族の体調に変化が生じている場合、通園しないよう徹底
※保育園等の臨時休園に伴う従業員の休暇時の給与の一部助成を受けられる「小学校休業等対応助成金」を保護者へ周知

・家族が濃厚接触者となった場合や行政検査を受けた場合、受診・相談センターや園へ

相談し、登園は慎重に判断

-14-

（１）園における対策の徹底を要請
・感染リスクが高い行事・保育活動を行う際の感染防止対策の強化

・感染の発生や職員が不足する場合を想定した業務継続計画（BCP）の点検、策定
※休園期間中に保育が必要になる子への対応や、小学校休業等に伴う職員不足の間の園運営の実施方法、職員応援体制 等

・臨時休園が長期化した場合の保育が必要な子ども※への代替保育の確保を市町に要請
※医療従事者などエッセンシャルワーカーで仕事を休むことが困難な保護者の子ども

保育園等での子どもや職員の感染が続く場合、今後、家庭保育が可能な範囲での登園自粛要請も検討

保育園、幼稚園、認定こども園の休園数（R4.1.1以降の累計） R4.1.28現在（市町等からの報告に基づく）

休園日数：1～2日 休園日数：3～5日 休園日数：6日以上

33園 12園 16園 5園

資料５



事業者の感染防止対策

〇 ウイルスを職場内に持ち込まない対策の徹底

・本人はもちろん、家族が体調不良の場合にも出勤せずにテレワーク
・オンライン会議や商談等により、県境をまたぐ移動は慎重に判断
・出社時には昼食、休憩を含めて会話時のマスク着用を徹底

〇 事業継続体制の構築
・濃厚接触による欠勤者増加に備え、ＢＣＰ（事業継続計画）を再点検
・より一層のテレワークや時差出勤、シフト制の導入など、働き方を見直し

事業者に対して、関係団体を通じて下記の事項を周知

〇 子どもの臨時休校等への対応
・子どもの世話のため気兼ねなく休める職場の雰囲気づくり
・臨時休校等（小学校、幼稚園、保育所など）に伴い、従業員に有給休暇を

取得させた事業主に対する国の助成制度を案内（小学校休業等対応助成金）

強化

資料６

-15-


